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バスク工法の施工手順

法面の付着物(汚れ・苔等)の除去(吐出圧力25ＭＰa)

クラック調査(0.6㎜以上のクラックにマーキング)

背面空隙調査(打音調査・調査孔による確認)

クラックに沿ってディスクグラインダーにてＵ字型カットを行う

拡張部に下地処理剤(Ｓボンド)及び中詰材(バスク)を充填する

φ40㎜で地山まで削孔する(１箇所/2㎡、千鳥配置)

標準作業工程

(※必要に応じて行う)

①法面洗浄工Ａ
(高圧洗浄)

②調査工

③クラック拡張工

④クラック補修工

⑤削孔工(背面注入用)



バスク工法の施工手順　２

セメントミルクを無加圧で注入する

クラック拡張、削孔、注入の際に発生する汚れ・付着物の除去

下地処理材(スーパーボンド)吹付

特殊樹脂モルタル(バスク)吹付

完　成

⑦法面洗浄工Ｂ
(高圧洗浄)

⑧表面下地処理工

⑨表面被服処理工

(スーパーボンド吹付)

(バスク吹付)

⑥注入工(背面注入)
(※必要に応じて行う)


